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広報 

HYUGA

No.594
2004
平成16年11月1日発行 

■市政の動き
「健康ひゅうが21計画」の標語・シンボルマークが決定、「在京日向会」
が再発足、日向現代彫刻展2004の彫刻展大賞が決定など

■まちの話題
メダカ引越大作戦、障害児者スポーツ大会など

■インフォメーション
障害者控除対象者認定が受けられます、中小企業技能センターの
カルチャー講座など

日向市のホームページで広報ひゅうがをご覧になれます。
http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/

■特集　
平成15年度の決算見込みとバランスシート（貸借対照表）

市の家計簿を

公表します
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（人口：15.10.1現在　59,156人　単位：円）
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市
の
家
計
簿
を
公
表
し
ま
す

平成15年度
の決算
(見込み)

■
普
通
会
計
の
収
支
は
、
14
年
度
と
比
べ

て
み
る
と
、
入
っ
た
お
金
が
２
４
２
億
４

８
５
８
万
円
、
使
っ
た
お
金
が
２
３
３
億

５
４
８
２
万
円
と
そ
れ
ぞ
れ
減
っ
て
い
ま

す
。差

引
額
は
８
億
９
３
７
６
万
円
で
、
翌

年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
へ
充
て
る
財
源

を
差
し
引
く
と
、
実
質
収
支
は
７
億
１
０

２
２
万
円
の
黒
字
決
算
の
見
込
み
と
な
り

ま
す
。

公債費の割合が　　
1.0ポイント悪化

平成15年度の普通会計決算は、歳入総額242億
4858万円、歳出総額233億5482万円で、歳入歳出
差引総額は8億9376万円です。前年度と比べると、
歳入4.3％、歳出4.8％の減となっています。
歳入の内訳を見ると24.4％を市税が、20.6％を
地方交付税が占めています。市税は、前年度に比
べ4.2％減の59億1967万円です。また、地方債が
2.6％増の34億730万円となっています。構成比を
見ると、市税や使用料及び手数料、諸収入などの
自主財源が37.7％、地方交付税や地方債、国庫支
出金などの依存財源が62.3％で、前年度に比べ自
主財源の割合が減少しています。
歳出の内訳を目的別で見ると、民生費、土木費、
総務費の順で高くなっています。民生費には、社
会福祉・老人福祉・児童福祉などの扶助費が含ま
れています。土木費は各土地区画整理事業、道路
の改良工事などが主なものです。教育費と商工費
の割合が前年度に比べて低くなりましたが、これ
は日向サンパークレジオネラ症対策費の大幅減と
大王谷コミュニティセンター整備事業が完了した
ことによるものです。
また、性質別で見ると、義務的経費（人件費、

扶助費、公債費）が105億8543万円で全体の
45.4％を占め、前年度に比べ2.5％増加していま
す。その他の行政経費（物件費、補助費等、繰出
金など）が66億9003万円、投資的経費（普通建
設事業費、災害復旧事業費）が60億7935万円と
なっています。
主な財政指標を見ると、経常収支比率が84.0％

（前年度81.7％）、公債費比率が15.3％（前年度
14.3％）となっています。いずれも警戒ラインと
いわれる75％と10％を、それぞれ上回っていて依
然として高い水準となっています。
経常収支比率とは、各家庭の家計簿で例えると、
衣食住などの必要経費の割合のことです。

   土木費 
5,718,613

    民生費 
5,835,748

    公債費 
2,541,827

    教育費 
1,927,148

    総務費
2,703,282

商工費 
799,783     その他 

3,828,420

   歳     出 
 23,354,821

   歳     入 
 24,248,585

　市　債 
3,407,300

　市　税 
  5,919,674

 地方交付税 
5,002,645 

 国庫支出金 
3,914,183 

県支出金 
　1,688,352

諸収入 
887,647    その他 

3,428,784

普通会計決算見込みの内訳

解説

今
月
号
で
は
、
平
成
15
年
度
の
決
算
見
込
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
は
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

38,217

区　分 平成15年度平成14年度 比　較 伸び率

（単位：千円・％）

整
備
事
業

住
環
境

細
島
東
部

道
事
業

簡
易
水
事
　
業

下
水
道
排
水
事
業

農
業
集
落
保
険
事
業

国
民
健
康
事
　
　
業

介
護
保
険

審
査
事
業

域
介
護
認
定

日
向
入
郷
地

歳入
歳出
差引
歳入
歳出
差引
歳入
歳出
差引
歳入
歳出
差引
歳入
歳出
差引
歳入
歳出
差引
歳入
歳出
差引

53,797 74,045 -20,248 -27.3
44,279 68,620 -24,341 -35.5
9,518 5,425 4,093 75.4
11,095   9,161   1,934 21.1
9,821 8,393 1,428   17.0
1,274   768   506   65.9

2,392,095 2,354,473   37,622 1.6
2,386,112 2,348,155 37,957 1.6

5,983   6,318   -335 -5.3
26,855 22,422 4,433 19.8
21,871 20,262 1,609 7.9
4,984 2,160 2,824 130.6

5,458,978   5,400,739   58,239 1.1
5,390,499   5,335,948 54,551 1.0
68,479 64,791 3,688 5.7

2,700,415 2,457,638 242,777 9.9
2,690,798 2,450,826 239,972 9.8

9,617   6,812  2,805   41.2
43,489 5,272   13.8
43,490 38,216 5,274   13.8

-1  1   -2  -200   
健
事
業

老
人
保

歳入
歳出
差引

5,141,959 5,294,007 -152,048 -2.9
5,071,619 5,281,911 -210,292 -4.0
70,340   12,096 58,244 481.5

公営事業会計決算見込み状況

1,143,867
平成14年度区　分 平成15年度 比　較 伸び率

水道事業収益 1,131,461 -12,406 -1.1   
1,130,181 1,142,766 -12,585 -1.1   

1,280 1,075 205   19.1 
0   26 -26   皆減

1,176,469 1,108,031 68,438 6.2  
879,554 789,386 90,168 11.4  
294,821 317,529 -22,708 -7.2  
2,094 1,116 978   87.6

-45,008 35,836 -80,844  -225.6

営業収益
営業外収益
特別収益

水道事業費用
営業費用
営業外費用
特別損失

当年度純利益

内
　
訳

内
　
訳

区　分 平成15年度平成14年度 比　較 伸び率
資本的収入 224,092 241,516 -17,424  -7.2

200,000 200,000 0 0.0
24,092 41,516 -17,424  -42.0
865,979 763,479 102,500 13.4
556,327 474,494 81,833 17.2

企業債
工事負担金
資本的支出
建設改良費

309,652 288,985 20,667   7.2企業債償還元金

内
訳

内
訳

■収益的収入及び支出 （単位：千円・％）

■資本的収入及び支出 （単位：千円・％）

※資本的収支における支出額の不足分については、
過年度分損益勘定留保資金等で補てんしました。

水道事業会計決算見込み状況

区　　分 平成15年度 平成14年度 差　　引
歳入総額 24,248,585 25,350,396 -1,101,811

歳出総額 23,354,821 24,527,696 -1,172,875

歳入歳出差引 893,764 822,700 71,064 

翌年度に繰り
越すべき財源

183,536 420,451 -236,915

実質収支 710,228 402,249 307,979

(単位：千円)

■特集　―　平成15年度の決算見込みと

バランスシート（貸借対照表）

い
い
え
、

難
し
く
な
ん
か
な
い
ん
で
す
。

市
の
「
財
政
」
は
、
本
質
的
に

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
の
家
計
簿
と
　

同
じ
な
の
で
す
か
ら
。

こ
こ
で
、
し
っ
か
り

チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■収支状況

■
特
集
　
平
成
15
年
度
の
決
算
見
込
み
と
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
市
の
財
政
状
況
を
よ
り
分
か
り
や
す
く

示
す
た
め
、
企
業
の
財
務
状
況
を
表
す
と
き
に
使
わ
れ
る
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
（
貸
借
対
照
表
）
を
平
成
12
年
度
か
ら
作
成
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
使
っ
て
市
の
資
産
や
負
債
の
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
本
来
、

企
業
の
財
務
状
況
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
も
の
で

す
。
地
方
自
治
体
で
作
成
す
る
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
企
業
的
な
経

営
感
覚
を
持
っ
た
財
政
運
営
を
行

う
た
め
の
指
針
と
な
る
も
の
で

す
。バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
す
る

こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
資
産

を
、
市
が
ど
れ
だ
け
持
っ
て
い
る

の
か
、
ま
た
そ
の
資
産
に
関
し
、

こ
れ
ま
で
に
支
払
い
の
済
ん
で
い

る
金
額
（
正
味
資
産
）
と
今
後
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
金
額

（
負
債
）
が
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
、

と
い
っ
た
こ
と
が
一
目
で
分
か
り

ま
す
。

■
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
概
要

①
対
象
会
計
範
囲

普
通
会
計
が
対
象
に
な
り
ま

す
。

②
対
象
年
度

平
成
15
年
度
で
、
平
成
16
年
３

月
31
日
を
作
成
基
準
日
と
し
て
い

ま
す
。

③
基
礎
数
値

昭
和
44
年
度
以
降
の
決
算
統
計

デ
ー
タ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

■
活
用
方
法

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作
成
で
、

資
産
と
負
債
と
の
関
係
が
よ
り
明

確
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
年
度

ご
と
の
推
移
の
分
析
が
で
き
ま

す
。
資
産
形
成
の
た
め
に
調
達
し

た
資
金
が
効
果
的
に
活
用
さ
れ
た

か
ど
う
か
見
る
こ
と
が
で
き
、
今

ま
で
と
は
違
っ
た
角
度
か
ら
財
政

状
況
を
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
総
務
省
方
式
で
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
し
て
い
る
類

似
市
町
村
と
の
比
較
も
容
易
に
で

き
ま
す
。

平成15年度の日向市のバランスシート（普通会計）

資
産
や
負
債
が
一
目
で
分
か
る
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

平成15年度の行政コスト計算書

区　　　分 説　　　　　   　　明 コスト額 1人あたりのコスト額 

人にかかるコスト 4,147,150 69行政サービスの担い手である職員に要するもの。 
人件費等を計上しています。 

物にかかるコスト 5,885,253 98地方公共団体が最終消費者になっているもの。 
物件費、減価償却費等を計上しています。 

移転支出的なコスト 8,270,780 138他の主体に移転して効果が出てくるようなもの。 
扶助費、補助費等を計上しています。 

その他のコスト 817,882 14上記に属さないもの。災害復旧事業費､公債費 
（利子分のみ）、不納欠損額等を計上しています。 

行　政　コ　ス　ト　額 19,121,065 319

対前年比（％） 
 
△1.5

0.2

△4.5 
 

△5.0

△2.45

(単位：千円)

行　政　コ　ス　ト 

議 　 会 　 費  255,765 1,583,044

(単位：千円)

1.3 4 使用料・手数料等 

国庫（県）支出金 

市税等一般財源 

総 　 務 　 費  2,041,762 4,284,77510.7 34

民 　 生 　 費  5,889,258 12,033,73730.8 98

衛 　 生 　 費  1,619,148 8.5 27

労 　 働 　 費  56,984 0.3 1

農 林 水 産 業 費  1,109,912 5.8 19

商 　 工 　 費  447,175 2.3 8

土 　 木 　 費  4,017,096 21.0 67

消 　 防 　 費  880,271 17,901,5564.6 15 収入合計② 

教 　 育 　 費  1,985,812
1,133,758

10.4 33 正味資産国庫（県)

災 害 復 旧 費  77,281 0.4 1 支出金償却額③ 

公 　 債 　 費  680,120 37,920,5143.6 11 期首一般財源等 

不 納 欠 損 額  60,481 △85,7510.3 1 差引②－①＋③ 

コ ス ト 合 計 ①  19,121,065 37,834,763100.0 319 期末一般財源等 

 

行政コスト 
構　成　比 

0.0

△2.5

1.3

2.2

8.5

△9.1

対前年比 

10.9

7.7

△3.4

0.2

2.6

△1.7

△0.2

（対前年比） 
1人あたり 
のコスト額 

収　入　項　目 

1.2

△1.6

0.1

86.9

△7.4

△29.0

△2.5

△48.6

【性　質　別】

【目　的　別】

貸　  　方 借　  　方 

貸　  　方 借　  　方 

負　債 
借入金（市債） 
25,832,554千円 
退職給与引当金 
3,501,807千円 
       負債計 29,334,361千円 

正味資産 
国、県の補助金、資産形成に 
使った一般財源 
                 61,124,897千円 

投資的資産 
基金(固定的なもの)、出資金等 
                   4,839,373千円 

有形固定資産 
                          1,368千円 
（うち土地　278千円） 

投資的資産 
                               81千円 

流動的資産 
                               61千円 

負　　債 
                             490千円 

正味資産 
                          1,020千円 

流動的資産 
現金預金、基金(現金化が容易 
なもの)未収金(税など) 
                   3,681,657千円 

計 　90,459,258千円 計 　90,459,258千円 

計 　1,510千円 計 　1,510千円 

平成13年度　市民１人あたりの  
バランスシート（家庭に置き換えると） 

関係団体への出資金や
貸付金、福祉や文化振
興などのために積み立
てた基金です。 

現金で持っているもの
の他、必要時にすぐに
現金化することができ
る基金や市税など市に
納めてもらうお金のう
ちで、まだ収入されて
いないものです。 

所有しているマイホー
ムや土地など 

友人への貸付金や目的
の決まっている定期預
金など 

現金や普通預金など 

学校、道路など建設的
な事業に使われたお金
の総額です。  
道路や建物は減価償却
（価格を見直す）をし
ています。  
土地代は買ったときの
価格で計上しています。 

借入金  
いままで学校、道路な
どを建設するための財
源として市が銀行や国
等に借金しているお金
の残高です。 

市の職員が年度末に全
員退職した場合の退職
金です。  
　実際、今払うもので
はありませんが、将来
発生するものとして負
債に計上しています。 

いままで学校、道路な
どを建設するために使
ったお金のうち、国や
県から補助金としても
らったものや、税金な
どの市のお金の総額で
す。 

マイホームローンなど
のために借金している
お金の残高など 

資産形成のため親から
の援助資金や自己資産 

貸　  　方 借　  　方 

貸　  　方 借　  　方 

有形固定資産 
学校、道路、橋、市庁舎等 
                 81,938,228千円 
（うち土地16,628,565千円） 

負　債 
借入金（市債） 
25,832,554千円 
退職給与引当金 
3,501,807千円 
       負債計 29,334,361千円 

正味資産 
国、県の補助金、資産形成に 
使った一般財源 
                 61,124,897千円 

有形固定資産 
                          1,368千円 
（うち土地　278千円） 

投資的資産 
                               81千円 

流動的資産 
                               61千円 

負　　債 
                             490千円 

正味資産 
                          1,020千円 

流動的資産 
現金預金、基金(現金化が容易 
なもの)未収金(税など) 
                   3,681,657千円 

計 　90,459,258千円 計 　90,459,258千円 

計 　1,510千円 計 　1,510千円 

平成13年度　市民１人あたりの  
バランスシート（家庭に置き換えると） 

関係団体への出資金や
貸付金、福祉や文化振
興などのために積み立
てた基金です。 

現金で持っているもの
の他、必要時にすぐに
現金化することができ
る基金や市税など市に
納めてもらうお金のう
ちで、まだ収入されて
いないものです。 

所有しているマイホー
ムや土地など 

友人への貸付金や目的
の決まっている定期預
金など 

現金や普通預金など 

学校、道路など建設的
な事業に使われたお金
の総額です。  
道路や建物は減価償却
（価格を見直す）をし
ています。  
土地代は買ったときの
価格で計上しています。 

借入金  
いままで学校、道路な
どを建設するための財
源として市が銀行や国
等に借金しているお金
の残高です。 

市の職員が年度末に全
員退職した場合の退職
金です。  
　実際、今払うもので
はありませんが、将来
発生するものとして負
債に計上しています。 

いままで学校、道路な
どを建設するために使
ったお金のうち、国や
県から補助金としても
らったものや、税金な
どの市のお金の総額で
す。 

マイホームローンなど
のために借金している
お金の残高など 

資産形成のため親から
の援助資金や自己資産 

貸　  　方 借　  　方 

貸　  　方 借　  　方 

有形固定資産 
学校、道路、橋、市庁舎等 
                 85,997,266千円 
（うち土地17,815,480千円） 
　　　　　対前年度比（1.8％） 

平成15年度　市民１人あたりの  
バランスシート（家庭に置き換えると） 

関係団体への出資金や
貸付金、福祉や文化振
興などのために積み立
てた基金です。 

現金で持っているもの
の他、必要時にすぐに
現金化することができ
る基金や市税など市に
納めてもらうお金のう
ちで、まだ収入されて
いないものです。 

所有しているマイホー
ムや土地など 

友人への貸付金や目的
の決まっている定期預
金など 

現金や普通預金など 

学校、道路など建設的
な事業に使われたお金
の総額です。  
道路や建物は減価償却
（価格を見直す）をし
ています。  
土地代は買ったときの
価格で計上しています。 

借入金  
いままで学校、道路な
どを建設するための財
源として市が銀行や国
等に借金しているお金
の残高です。 

市の職員が年度末に全
員退職した場合の退職
金です。  
　実際、今払うもので
はありませんが、将来
発生するものとして負
債に計上しています。 

いままで学校、道路な
どを建設するために使
ったお金のうち、国や
県から補助金としても
らったものや、税金な
どの市のお金の総額で
す。 

マイホームローンなど
のために借金している
お金の残高など 

資産形成のため親から
の援助資金や自己資産 

投資的資産 
基金(固定的なもの)、出資金等 
                   4,986,421千円 
            対前年度比（2.2％） 

流動的資産 
現金預金、基金(現金化が容易 
なもの)未収金(税など) 
2,946,381千円　対前年度比（3.4％） 

負　債 
借入金（市債） 
26,295,798千円 
退職給与引当金 
3,680,070千円 
       負債計 29,976,363千円 
              対前年度比（5.4％） 

※債務負担行為に関する情報 ①物件の購入等に係るもの　　　　　42,984千円 
②債務保証又は損失補償に係るもの　10,286千円 
③利子補給等に係るもの　　　　　　50,606千円 

計 　93,930,068千円 

計 　1,577千円 計 　1,577千円 

計 　93,930,068千円 
    対前年度比（1.9％）     対前年度比（1.9％） 

 

有形固定資産 
                          1,435千円 
（うち土地　297千円） 

投資的資産 
                               93千円 

流動的資産 
                               49千円 

負　　債 
                             545千円 

正味資産 
                          1,032千円 

住民基本台帳人口　59,924人（H.16.3.31現在） 

■日向市のホームページにも掲載しています。（画面で市の概要を選択し、財政状況等へ） 
　http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/index2.html

正味資産 
国、県の補助金、資産形成に 
使った一般財源 
                 61,301,202千円 
              対前年度比（0.2％） 

■
平
成
15
年
度
の

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
、
市
の

行
政
運
営
コ
ス
ト
の
う
ち
、
資
産

形
成
に
つ
な
が
ら
な
い
（
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
に
計
上
さ
れ
な
い
）
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
経
費
を
表

し
た
も
の
で
す
。

平
成
15
年
度
の
本
市
の
行
政
コ

ス
ト
は
、
前
年
度
よ
り
2.5
％
減
の

１
９
１
億
２
１
０
６
万
５
千
円
と

な
り
ま
し
た
。
特
に
、
移
転
支
出

的
な
コ
ス
ト
は
、
レ
ジ
オ
ネ
ラ
症

対
策
に
か
か
る
補
助
費
等
の
大
幅

減
に
よ
り
4.5
％
の
減
と
な
り
ま
し

た
。
収
入
は
前
年
度
よ
り
0.2
％
増

の
1
7
9
億
1
5
5
万
6
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

性
質
別
に
見
る
と
、「
移
転
支

出
的
な
コ
ス
ト
」
が
約
83
億
円
で

全
体
の
43.

３
％
を
占
め
、
１
年
間

に
市
民
１
人
あ
た
り
の
コ
ス
ト

は
、
１
３
８
千
円
に
な
り
ま
す
。

目
的
別
に
見
る
と
、
法
人
立
保

育
所
の
運
営
費
や
生
活
保
護
費
な

ど
の
民
生
費
が
全
体
の
約
31
％
、

土
木
費
が
21
％
を
占
め
て
い
ま

す
。１

年
間
に
、
市
民
１
人
あ
た
り
、

民
生
費
に
９
万
８
千
円
、
土
木
費

に
６
万
７
千
円
、
利
息
の
支
払
い

に
１
万
１
千
円
か
け
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

■特集　―　平成15年度の決算見込みと

バランスシート（貸借対照表）
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話
に
は
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
写
真
で
見

る
と
ま
ち
づ
く
り
の
様
子
が
よ
く
分
か
り

ま
す
。ふ
る
さ
と
情
報
に
感
動
し
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

役
員
は
次
の
通
り
で
す
。
か
っ
こ
内
は

出
身
地
。（
敬
称
略
）

■
役
員

会
長
＝
松
木
國
利
（
富
高
）
副

会
長
＝
中
島
弘
明
（
日
知
屋
）
眞
弓
源
吾

（
同
）
藤
倉
邦
子
（
細
島
）
千
葉
裕
美
子

（
富
高
）
幹
事
長
＝
山
下
尚
生
（
富
高
）

会
計
監
事
＝
青
木
英
明
（
日
知
屋
）
黒
木

良
一
（
同
）

「
在
京
日
向
会
」
が
再
発
足

ふ
る
さ
と
情
報
に
感
動
し
ま
し
た

っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

濱
坂
さ
ん
は
、「
石
で
で
き
る
こ
と
は

何
か
、
苦
手
と
す
る
こ
と
は
何
か
と
考

え
ま
し
た
。
石
は
重
い
も
の
で
す
が
、

重
さ
を
ど
う
無
く
し
て
い
く
か
。
グ
リ

ー
ン
パ
ー
ク
は
、
目
の
前
に
海
、
と
き

お
り
舟
も
通
る
風
景
が
あ
り
、
こ
の
作

品
を
見
る
側
に
も
、
そ
の
風
景
が
投
影

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

審
査
員
を
務
め
た
、
世
田
谷
美
術
館

館
長
の
酒
井
忠
康
さ
ん
は
「
表
現
性
の

効
果
や
技
術
的
水
準
、
外
界
と
の
関
係

性
な
ど
様
々
な
要
素
の
確
認
を
し
て
選
考

に
あ
た
り
ま
し
た
。
大
賞
作
品
は
テ
ー
マ

と
創
造
性
が
素
直
で
い
い
と
思
い
ま
し

た
」
と
講
評
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
家
族
連
れ
が
数
多
く
訪
れ
て
い

て
、散
歩
し
な
が
ら
作
品
を
鑑
賞
し
た
り
、

記
念
撮
影
を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
日

向
現
代
彫
刻
展
は
、
11
月
20
日
ま
で
開
か

れ
て
い
ま
す
。
市
民
大
賞
は
、
11
月
７
日

ま
で
会
場
に
設
置
し
て
あ
る
投
票
箱
の
結

果
も
参
考
に
し
て
決
ま
り
ま
す
。

日
向
現
代
彫
刻
展
２
０
０
４
の
開
会

式
が
10
月
17
日
、
日
向
岬
グ
リ
ー
ン
パ

ー
ク
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
で
13
回

を
数
え
ま
す
。
全
国
か
ら
31
人
の
彫
刻

家
が
出
品
。
日
向
現
代
彫
刻
展
大
賞
は

濱
坂
　
渉
さ
ん
作
「
舟
の
中
の
舟
・
Ⅱ
」

に
決
ま
り
ま
し
た
。

作
品
は
、
花
崗こ

う

岩
で
つ
く
ら
れ
て
い

て
、
幅
75
セ
ン
チ
、
長
さ
２
８
０
セ
ン

チ
、
高
さ
50
セ
ン
チ
の
大
き
さ
で
す
。

水
に
浮
か
ん
で
い
る
舟
が
、
水
を
た
め

る
舟
の
形
を
し
た
部
分
か
ら
え
ぐ
り
と

日
向
現
代
彫
刻
展
大
賞
が
決
ま
る

濱
坂
　
渉
さ
ん
作
「
舟
の
中
の
舟
・
Ⅱ
」
―
市
民
大
賞
は
？

秀
作
品
は
、
計
画
の
最
終
期
間
で
あ
る

平
成
25
年
度
ま
で
、「
健
康
ひ
ゅ
う
が
21

計
画
」
の
宣
伝
や
計
画
実
施
時
に
使
用

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

■
審
査
結
果

・
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
（
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）

の
部

【
最
優
秀
賞
】

兒
玉
光
史
（
一
般
）

【
入
賞
】

池
本
康
司
（
一
般
）

【
入
賞
】

黒
田
わ
か
恵
（
日
向
高
校
）

【
入
賞
】

臼
井
彩
乃
（
財
光
寺
中
学
校
）

・
標
語
の
部

【
最
優
秀
賞
】

『
健
康
は
　
み
ん
な
で
つ
く
る
　
宝
物
』

橋
口
智
夏
（
美
々
津
中
学
校
）

【
入
賞
】

『
健
や
か
な
　
笑
顔
が
集
う
　
ま
ち

ひ
ゅ
う
が
』

黒
木
義
美
（
一
般
）

【
入
賞
】

『
意
識
し
よ
う
　
努
力
は
つ
な
が
る

健
康
に
』

田
村
祐
一
（
富
島
中
学
校
）

【
入
賞
】

『
健
康
は
　
元
気
と
笑
顔
で
　

あ
な
た
と
つ
く
ろ
う
』

林
田
國
男
（
一
般
）

【
敬
称
略
】

市
は
今
年
６
月
に
、「
健
康
ひ
ゅ
う
が

21
計
画
」
の
標
語
と
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
標
語
部
門
に
81
点
、

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
部
門
に
１
５
８
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
各
部
門
の
最
優
秀
賞

１
点
、
入
賞
３
点
が
決
ま
り
ま
し
た
。

市
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
健
康
ひ
ゅ

う
が
21
計
画
」
は
、
市
民
に
よ
る
健
康

づ
く
り
推
進
計
画
で
、
平
成
15
年
３
月

に
策
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

標
語
と
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
各
最
優

「
健
康
ひ
ゅ
う
が
21
計
画
」
の
標
語
・
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
が
決
ま
り
ま
し
た

決定昭
和
40
年
代
ご
ろ
か
ら
活
動
を
休
止
し

て
い
た
「
在
京
日
向
会
」
が
９
月
25
日
、

再
発
足
。
東
京
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

に
、
首
都
圏
に
住
ん
で
い
る
日
向
市
出
身

者
ら
約
１
０
０
人
が
集
い
、
総
会
と
懇
親

会
を
開
き
ま
し
た
。

会
長
は
富
高
出
身
の
松
木
國
利
さ
ん
に

決
ま
り
ま
し
た
。
松
木
会
長
は
「
会
の
目

的
は
親
睦
を
深
め
る
こ
と
、
ふ
る
さ
と
日

向
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
。
首
都
圏
に

在
住
す
る
日
向
市
出
身
者
に
呼
び
か
け
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

日
向
市
か
ら
は
黒
木
市
長
、
日
高
基
秀

日
向
商
工
会
議
所
会
頭
、
市
の
課
長
ら
が

参
加
。
黒
木
市
長
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を

使
い
、
市
の
環
境
情
報
、
鉄
道
高
架
事
業
、

駅
前
の
商
業
集
積
の
状
況
な
ど
を
報
告
。

日
高
会
頭
の
乾
杯
の
音
頭
で
懇
親
会
に
入

り
ま
し
た
。

地
元
特
産
品
の
碁
石
碁
盤
セ
ッ
ト
、
平

兵
衛
酢
ワ
イ
ン
、
焼
酎
な
ど
の
抽
選
会
も

あ
り
、
楽
し
い
雰
囲
気
で
ふ
る
さ
と
談
議

に
花
が
咲
き
ま
し
た
。
美
々
津
出
身
の
参

加
者
は
、「
久
し
く
帰
省
し
て
い
ま
せ
ん
。

「
健
康
は
　
み
ん
な
で
つ
く
る
　
宝
物
」

●
兒
玉
光
史
さ
ん
の
作
品
（
一
般
）

●
臼
井
彩
乃
さ
ん
の
作
品
（
財
光
寺
中
学
校
２
年
）

●
池
本
康
司
さ
ん
の
作
品
（
一
般
）

●
黒
田
わ
か
恵
さ
ん
の
作
品
（
日
向
高
校
３
年
）

【入賞の３点】

【
最
優
秀
賞
】
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■英会話サークルメンバー募集
日常のいろんな話題について英語だけでおしゃ

べりしましょう。
●対象 20歳～40歳くらいのかた
●締切 11月28日(日）
●申込・問い合わせ 片田まで（1 090－5365－
8836）。

■日向市ひまわり基金助成事業
第３回ラジコン航空ショーin日向

●とき 11月20日(土)、21日(日)
午前９時～午後４時
●ところ 白浜工業港
●内容 全国各地の有名フライヤーの模範演技飛
行、世界チャンピオンの飛行機やヘリコプターの
アクロバット飛行、日本最大の超大型ラジコン機
（全長５メートル）の展示など。

■実用書道教室生徒募集
実際に生活の中で使う文章を小筆で学ぶことが

できます。今年は筆で年賀状を書きませんか？初
心者のかたも大歓迎です。
●場所 日向市中央公民館
●日時 月２回（第１第３水曜日）午後７時～午
後９時まで。
●講師 黒木　弥生さん
●受講料 １０００円
●申込・問い合わせ 高取　富士江さん（152－
4157）午後３時以降

■新有権者の意見発表会出場者募集
新有権者になった感想や選挙・国政・地方自治

への参加などについて、考えたり、感じたりした
ことを発表してみませんか。
●応募資格 昭和59年２月１日から昭和60年４
月１日までに生まれた人
●応募規定 発表内容を４００字詰め原稿用紙５
枚程度にまとめ、市選挙管理委員会まで申し込ん
でください（発表時間７分以内）。
●応募締切 12月10日（金）必着
●意見発表 提出された原稿を審査の上、優秀者
２人を選出し、平成17年１月に日向市で開かれる
新有権者意見発表会東臼杵地区大会で発表してい
ただきます。
●申込・問い合わせ 市選挙管理委員会事務局
（1内線２２３３）

「情報伝言板」は、皆さんの自主的な活動を応援するコーナーです。
サークル活動などの会員募集やイベントなどの情報をお寄せください。
営利や政治・宗教活動を目的としたものはお断りします。
原稿は、毎月１日までに総務課（1内線２２３４）へ。
※ただし、紙面のスペースの関係上、掲載できない場合があります。

市市政の動き

美
々
津
ぐ
る
り
一
周
ウ
ォ
ー
ク

楽
し
く
歩
き
ま
せ
ん
か 住

民
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
た
結
果
、

世
帯
数
の
７
割
が
合
併
す
る
こ
と
を
選

択
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

東
郷
町
に
よ
る
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
日
向
市
と
の
１
市
１
町
で
の
合
併
協

議
を
望
む
人
が
最
も
多
く
、
次
に
門
川

町
を
含
む
１
市
２
町
で
の
合
併
協
議
を

望
む
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
と
し
て
い

ま
す
。
市
は
、
こ
れ
を
受
け
て
10
月
１

日
、
今
後
の
事
務
手
続
き
に
対
応
す
る

た
め
、
合
併
対
策
室
に
４
人
の
担
当
職

員
を
増
員
し
ま
し
た
。
ま
た
10
月
18
日
、

東
郷
町
と
三
役
合
同
会
議
を
開
い
て
、
10

月
25
日
に
双
方
で
臨
時
議
会
を
開
き
「
法

定
合
併
協
議
会
設
置
」
に
つ
い
て
議
会
に

は
か
る
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。

市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
で
は
、「
平
成

17
年
３
月
31
日
ま
で
に
市
町
村
が
議
会
の

議
決
を
経
て
都
道
府
県
知
事
に
合
併
の
申

請
を
行
い
、
平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で
に

合
併
し
た
も
の
に
つ
い
て
、
現
行
の
合
併

特
例
法
の
規
定
を
適
用
す
る
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。

東
郷
町
は
９
月
24
日
、
日
向
市
に
対

し
「
日
向
市
と
東
郷
町
と
の
合
併
協
議

会
設
置
」
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

合
併
に
つ
い
て
は
、
日
向
市
、
門
川

町
及
び
東
郷
町
の
枠
組
み
で
、
任
意
合

併
協
議
会
を
設
置
し
て
１
市
２
町
で
合

併
を
協
議
し
た
結
果
、
法
定
合
併
協
議

会
の
設
置
に
は
至
ら
ず
、
日
向
市
門
川

町
東
郷
町
任
意
合
併
協
議
会
は
解
散
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
東
郷
町
で
は
、
町

の
進
む
べ
き
方
向
を
決
め
る
た
め
、
町

政
等
座
談
会
を
開
き
ま
し
た
。
ま
た
、

●
集
合
場
所

日
向
サ
ン
パ
ー
ク
温
泉

前
イ
ベ
ン
ト
広
場

●
コ
ー
ス

①
日
向
サ
ン
パ
ー
ク
②

美
々
津
橋
③
日
向
市
歴
史
民
俗
資
料
館

④
海
軍
発
祥
の
地
・
記
念
碑
⑤
美
々
津

軒
⑥
美
々
津
大
橋
⑦
権
現
崎
公
園
⑧

美
々
津
海
岸
⑨
日
向
サ
ン
パ
ー
ク
ま
で

の
約
８
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
す
。

●
参
加
料

無
料
（
直
接
会
場
へ
）

※
弁
当
、
水
筒
、
雨
具
は
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
雨
天
中
止
で
す
（
実
施
は
午

前
７
時
ま
で
に
決
定
し
ま
す
）。

サ
ン
ド
ー
ム
日
向
に
設
置
し
て
い
る
９

種
類
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
使
っ
て
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
を
開
き
ま
す
。

専
門
の
ト
レ
ー
ナ
ー
が
、
機
器
の
正
し

い
使
用
方
法
と
体
力
や
目
的
に
応
じ
た
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
を
指
導
し
ま
す
の
で
、

効
果
的
に
健
康
増
進
・
体
力
増
強
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
と
き

11
月
24
日
（
水
）
〜
12
月
22
日

（
水
）
毎
週
水
曜
日
（
全
５
回
）

昼
の
部
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分
／
夜

の
部
　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

●
と
こ
ろ

お
倉
ヶ
浜
総
合
公
園
屋
内
運

動
場
（
サ
ン
ド
ー
ム
日
向
）
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室

●
定
員

昼
・
夜
の
部
と
も
各
30
人
（
先

着
順
で
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
）。

●
参
加
料

５
０
０
円

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

社
会
体
育
課
ま
で
（
1
内
線
２
４
５
２
　

5
54
―
２
１
８
９
）。

秋
の
澄
ん
だ
空
気
の
中
、
神
武
天
皇

の
お
船
出
の
地
と
知
ら
れ
る
美
々
津
の

町
並
み
を
、
歴
史
に
触
れ
な
が
ら
歩
い

て
み
ま
せ
ん
か
。
今
回
も
名
所
・
旧
跡

な
ど
見
ど
こ
ろ
い
っ
ぱ
い
の
美
々
津
を

楽
し
く
歩
き
ま
す
。
参
加
者
全
員
に
参

加
賞
を
進
呈
す
る
ほ
か
、
完
歩
者
の
中

か
ら
抽
選
で
賞
品
が
当
た
る
お
楽
し
み

抽
選
会
も
行
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き

11
月
23
日
（
火
）（
勤
労
感
謝

の
日
）
午
前
９
時
に
ス
タ
ー
ト
。

サ
ン
ド
ー
ム
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
が
募
集

効
果
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
指
導

法
律
の
期
限
に
間
に
合
う
か
？
　
市
町
村
合
併

―
。

東
郷
町
が
法
定
合
併
協
議
会
設
置
の
申
し
入
れ

思
い
思
い
に
積
み
木
を
し
た
り
、
工
作

を
し
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

市
内
を
運
行
し
て
い
る
ぷ
ら
っ
と
バ

ス
の
バ
ス
停
に
設
置
す
る
ベ
ン
チ
を
製

作
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
丸
太
を
組

み
合
わ
せ
た
ベ
ン
チ
を
製
作
し
て
い
ま

し
た
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー

も
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

16
日
に
あ
っ
た
、
ち
び
っ
こ
の
ど
自

慢
で
は
、
色
と
り
ど
り
の
手
袋
を
は
め

た
富
高
保
育
園
ブ
ラ
ザ
ー
シ
ス
タ
ー
ズ

の
５
歳
児
た
ち
が
「
手
の
ひ
ら
を
太
陽

に
」
を
合
唱
。
同
保
育
園
の
４
歳
児
、
内

山
利
佐
子
ち
ゃ
ん
が
着
物
姿
で
登
場
し
、

三
味
線
に
あ
わ
せ
て
「
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
馬

道
中
」
を
熱
唱
。
同
じ
く
４
歳
児
で
結
成

さ
れ
た
「
ウ
イ
ン
ズ
」
も
「
森
の
く
ま
さ

ん
」
を
合
唱
し
ま
し
た
。

素
人
の
ど
自
慢
に
は
、
２
日
連
続
で
出

口
勝
さ
ん
が
登
場
し
、
自
慢
の
の
ど
を
披

露
し
ま
し
た
。
黒
木
晶
史
く
ん
（
６
歳
）

も
「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
」
で
会
場
を

わ
か
せ
ま
し
た
。

日
向
市
産
業
・
商
業
ま
つ
り
が
10
月

16
日
と
17
日
の
２
日
間
、
市
役
所
前
広

場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
で
23
回
を

数
え
ま
し
た
。

36
業
者
等
が
出
店
。
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
は
天
地
鼓
響
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
、

素
人
芸
能
発
表
会
な
ど
が
あ
り
、
多
く

の
人
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
会
場
で
は
、

も
ち
の
配
付
、
花
木
・
花
の
苗
の
競
り

市
も
あ
り
ま
し
た
。

日
向
木
の
芽
会
が
開
い
た
親
子
木
工

教
室
で
は
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、

産
業
・
商
業
ま
つ
り
が
に
ぎ
わ
う

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
和
太
鼓
演
奏
や
素
人
芸
能
を
披
露
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犯
罪
や
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
は
、

私
た
ち
住
民
す
べ
て
の
願
い

―
と

「
全
国
地
域
安
全
運
動
日
向
地
区
推

進
大
会
」
が
10
月
14
日
、
中
央
公
民

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
参
加
者
を
代

表
し
て
「
地
域
総
ぐ
る
み
で
地
域
安

全
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
日
本
一

安
全
で
住
み
良
い
日
向
地
区
の
実
現

を
め
ざ
し
ま
す
」
と
岩
倉
美
幸
さ
ん

が
宣
言
文
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

■つくろう安心のまち

日
向
市
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
大
会
が
10
月
10
日
、
お
倉
ヶ
浜

総
合
公
園
屋
内
運
動
場
サ
ン
ド
ー
ム

日
向
を
中
心
に
あ
り
ま
し
た
。
ミ
ニ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
、
ミ
ニ
テ
ニ
ス
な
ど
に
１
８
０
チ

ー
ム
、
約
８
０
０
人
が
参
加
。
熱
戦

を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。
会
場
で

は
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
も
あ
り
、

参
加
者
た
ち
が
、
興
味
深
く
体
育
指

導
員
の
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

■スポレク日向で熱戦

日
向
市
障
害
児
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
10
月
17
日
、
大
王
谷
運
動
公
園

で
あ
り
ま
し
た
。
障
害
者
と
家
族
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
約
３
０
０
人

が
秋
晴
れ
の
も
と
、
軽
い
運
動
や

レ
ク
ダ
ン
ス
な
ど
で
交
流
。
紅
白

に
分
か
れ
て
の
玉
入
れ
合
戦
で
は
、

よ
ー
い
ド
ン
で
、
お
互
い
の
か
ご

に
玉
入
れ
を
開
始
。
お
じ
ゃ
み
に

手
を
伸
ば
し
拾
い
、
頑
張
る
姿
に

声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

■障害児者スポーツ大会

第
12
回
日
向
市
社
会
福
祉
大
会
は
10

月
13
日
、
中
央
公
民
館
で
あ
り
ま
し

た
。
社
会
福
祉
の
発
展
に
功
績
が
あ

っ
た
関
係
者
を
表
彰
。
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
民
間
社
会
福
祉
施
設
永

年
勤
続
者
、
民
間
社
会
福
祉
団
体
役

員
永
年
就
任
者
、
障
害
者
・
母
子
寡

婦
世
帯
自
立
更
正
者
な
ど
54
人
に
表

彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。（
社
）
石

井
記
念
友
愛
社
理
事
長
の
児
嶋
草
次

郎
さ
ん
の
講
演
も
あ
り
ま
し
た
。

■日向市社会福祉大会

10

高
砂
町
の
旧
細
島
線
跡
地
横
の
遊
水
池

で
10
月
16
日
、
メ
ダ
カ
の
引
越
大
作
戦
が

あ
り
ま
し
た
。
メ
ダ
カ
は
体
長
が
3.5
か
ら

４
セ
ン
チ
の
日
本
固
有
の
淡
水
魚
。
国
の

絶
滅
危
ぐ
類
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
黒

っ
ぽ
い
メ
ダ
カ
は
、
ク
ロ
メ
ダ
カ
ま
た
は

日
本
メ
ダ
カ
と
呼
ば
れ
、
日
本
だ
け
に
生

息
し
て
い
ま
す
。
赤
っ
ぽ
い
メ
ダ
カ
が
観

賞
用
に
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ク
ロ
メ

ダ
カ
の
突
然
変
異
種
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

メ
ダ
カ
は
、
以
前
は
比
較
的
流
れ
が
緩

や
か
な
小
川
や
沼
、
湿
田
な
ど
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
ほ
と
ん

ど
姿
を
見
る
こ
と
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

ク
ロ
メ
ダ
カ
の
引
越
作
業
は
、
都
市
計

画
道
路
の
高
砂
通
線
を
つ
く
る
た
め
に
、

住
宅
地
の
代
替
地
と
し
て
池
が
埋
め
た
て

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
で
、
生
息
し

て
い
る
貴
重
な
ク
ロ
メ
ダ
カ
を
安
全
な
場

所
に
移
す
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
ク

ロ
メ
ダ
カ
は
、
市
内
に
は
４
か
所
だ
け
で

生
息
し
て
い
る
貴
重
な
種
類
。
市
が
地
元

に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
別
の
場
所
に
新
た

に
メ
ダ
カ
専
用
の
池
を
つ
く
り
、
そ
こ
に

移
す
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

高
砂
地
区
の
育
成
会
の
子
ど
も
た
ち
が

メ
ダ
カ
を
用
意
し
た
網
で
す
く
い
、
バ
ケ

ツ
に
入
れ
て
、
近
く
の
メ
ダ
カ
専
用
に
つ

く
ら
れ
た
池
ま
で
運
び
ま
し
た
。

昭
和
40
年
代
、宅
地
造
成
さ
れ
る
前
は
、

こ
の
あ
た
り
は
レ
ン
コ
ン
田
が
広
が
っ
て

い
ま
し
た
。
水
路
が
閉
鎖
さ
れ
、
旧
国
鉄

細
島
線
と
造
成
さ
れ
た
団
地
と
の
間
に
残

っ
た
、
幅
２
メ
ー
ト
ル
長
さ
１
０
０
メ
ー

ト
ル
の
遊
水
池
。
メ
ダ
カ
は
、
自
然
の
湧

き
水
と
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
・
が
ま
な
ど
の
水

生
植
物
と
と
も
に
、
良
好
な
環
境
の
な
か

で
生
息
し
て
き
ま
し
た
。
閉
鎖
水
域
だ
っ

た
た
め
に
、
高
砂
独
自
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
（
遺
伝

子
）
を
持
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
元
の
人
た
ち
は
、
貴
重
な
ク
ロ
メ
ダ

カ
を
高
砂
メ
ダ
カ
と
呼
び
、
い
つ
ま
で
も

守
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

メダカ引越大作戦

網で救出して
メダカ専用の池に移す
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今
月
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
教
育
制
度
に
つ
い
て
の

話
で
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、

大
学
を
除
い
て
日
本
と
異
な

り
、
教
育
は
主
に
国
の
責
任

で
は
な
く
、
州
政
府
の
責
任

で
あ
り
、
義
務
教
育
は
15
歳

ま
で
、
と
い
う
の
が
、
ほ
と

ん
ど
の
州
で
共
通
し
て
い
ま

す
。
学
年
は
２
月
〜
12
月
ま

で
で
、
日
本
の
６
―
３
―
３

制
度
と
違
い
、
小
学
校

（P
rim
ary

Sch
o
o
l

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

）
は
７

年
間
、
そ
し
て
「
ハ
イ
ス
ク

ー
ル
」
に
進
学
し
、
５
年
間

通
い
ま
す
。

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
と
い
う
の

は
、
日
本
の
中
学
校
と
高
校

の
混
ざ
っ
た
よ
う
な
形
態
で

す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
で
は
、
教
科
の

選
択
が
あ
り
、
学
校
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。
最
近
で
は
、

法
学
、
経
済
学
、
工
学
、
製

図
法
な
ど
の
専
門
的
な
分
野

か
ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と

こ
ろ
が
多
い
で
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、

日
本
と
同
じ
よ
う
に
制
服
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
イ
メ
ー

ジ
と
し
て
は
、
私
立
学
校
の

方
が
、
公
立
学
校
よ
り
も
校

則
等
が
厳
し
い
よ
う
で
す
。

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
12
年
生

（
日
本
の
高
校
３
年
生
に
該

当
し
ま
す
）
に
な
る
と
、
大

学
に
進
学
す
る
た
め
の
共
通

試
験
を
受
け
ま
す
。
そ
の
点

数
に
よ
っ
て
、
ど
こ
の
大
学

や
、
何
の
コ
ー
ス
に
入
れ
る

か
と
い
う
こ
と
が
決
ま
り
ま

す
。最

近
、
日
本
語
や
日
本
に

つ
い
て
勉
強
し
て
い
る
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
生
が
非
常

に
多
く
い
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
異
文
化
教
育
は
、
こ
れ
か

ら
の
日
豪
の
友
好
関
係
に
、

大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

と
思
い
ま
す
。

クレイグ・クレイカー
オーストラリア出身
日向市国際交流員

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
み
な
さ
ん
の
近
所
の
若
者
や
職

場
の
ホ
ー
プ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
紹
介
し
た
い
人
が
い

ま
し
た
ら
、
総
務
課
秘
書
広
報
係
（
1
内
線
２
２
３
４
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま

せ
ん
。
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
人
は
、
広
報
係
が
写
真
を

撮
り
に
う
か
が
い
ま
す
。

スキーに挑戦したい
小さいころからの夢がかなって、保育士をしてい

ます。岩脇保育園に勤めて２年目です。毎日子ど

もから元気をもらってがんばっています。趣味は

旅行。それから洋楽を聞くことも好きですね。今

年は、ぜひスキーに挑戦したいと思っています。

児玉小百合さん（21歳：金ヶ浜）

ソフトボールに熱中しています
（有）システム九州で電気工事の仕事をしています。

九州全域に行き、広範囲で大変なこともあります。

でもとても楽しくて、やりがいもあります。熱中

しているのは、高校の時から続けているソフトボ

ール。歌津鮮魚店のチームで汗を流しています。

黒木　聡さん（22歳：切島山１）

母国の教育制度
異文化教育は今後の日豪の
友好関係に大きな役割を
果たすと思う

冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化
と

虚
礼
廃
止
に

取
り
組
む

理
が
い
っ
て
い
な
い
か
―
。
中
身

は
だ
ん
だ
ん
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て

い
く
の
で
は
。
結
婚
式
、
そ
の
他

の
お
祝
い
行
事
も
負
担
が
増
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
―
と
心
配
す

る
。「

主
催
者
・
参
列
者
と
も
に
簡

素
化
を
め
ざ
し
、
お
互
い
の
物
心

両
面
に
わ
た
る
負
担
の
軽
減
を
」

と
提
唱
し
て
い
る
。

の
し
袋
（
お
祝
い
・
お
見
舞

い
・
法
事
用
）
も
こ
の
運
動
の
趣

旨
に
沿
っ
た
も
の
を
地
区
公
民
館

や
自
治
公
民
館
長
宅
で
販
売
し
て

い
る
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
ほ
し

い
。

市役所は152－2111・市政テレホンサービスは152－2000

日
向
市
全
体
で
冠
婚
葬
祭
を
簡
素
化
し
、
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う

―
日向市区長公民館長
連合会の理事長の
皆さん

このまちの人たち

オーストラリア

日
向
市
全
体
で
冠
婚
葬
祭
を
簡

素
化
し
、
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
ま
し
ょ
う
―
。
区
長
公
民

館
長
連
合
会
が
中
心
と
な
っ
て
冠

婚
葬
祭
の
簡
素
化
と
虚
礼
廃
止
を

呼
び
か
け
て
い
る
。

金
銭
に
よ
る
無
理
な
付
き
合
い

を
止
め
、
お
互
い
温
か
い
心
の
交

流
に
よ
る
明
る
い
日
向
市
に
し
よ

う
と
チ
ラ
シ
も
作
成
し
、
今
年
、

各
家
庭
に
配
布
し
た
。
写
真
の
皆

さ
ん
は
、
区
長
公
民
館
長
連
合
会

の
理
事
長
。
つ
ま
り
区
長
さ
ん
た

ち
だ
。
日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
人
た

ち
の
お
世
話
に
献
身
的
な
努
力
を

惜
し
ま
な
い
人
た
ち
ば
か
り
。

少
子
高
齢
社
会
を
迎
え
て
、
隣

人
と
の
付
き
合
い
も
希
薄
化
、
人

と
人
と
の
か
か
わ
り
方
も
時
代
と

と
も
に
変
化
し
て
き
て
い
る
。
そ

れ
だ
け
に
、
地
域
の
連
携
の
大
事

さ
を
よ
く
分
か
っ
て
い
る
人
た
ち

だ
。
隣
近
所
の
付
き
合
い
に
も
気

を
配
る
。
経
済
不
況
で
家
庭
の
収

入
も
減
り
続
け
て
い
る
。
病
気
で

入
院
し
た
り
す
る
人
が
「
で
き
る

だ
け
隣
近
所
に
分
か
ら
な
い
よ
う

に
し
よ
う
」
と
い
う
気
持
ち
は

「
お
見
舞
い
」
や
「
お
返
し
」
が

気
に
な
る
か
ら
で
は
な
い
か
―
。

お
返
し
は
こ
れ
く
ら
い
は
し
な
い

と
な
ど
と
、
つ
い
つ
い
家
計
に
無

区　分 金　額
（親戚を除く）

摘　　　要
出席者 主催者

葬儀 3000円以内 葬儀のみの場合会葬礼状のみ
病気お見舞い 3000円以内 お返しはしない

初盆 2000円以内 ちょうちんは
おくらない

お返しはしない

法事 2000円以内 ごく親しい人や親戚のみ
で引き出物はつけない

通夜 口頭の弔辞のみ 葬儀に出席するお茶のみ
場合は記帳のみ

葬儀精進揚げ 5000円以内 香典と精進揚げ 親戚・身近な人のみで
を含む 簡素にし引き出物はつ

けない

■アンケートに基づく簡素化の実践例



市 民 活 動

４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
３
つ
の
習
慣

〜
①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す
。
４

つ
の
対
策
〜
①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ

た
め
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
す
る
。
②
寝
具
や
衣
類
か
ら
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
防
炎
製
品
を
使

用
す
る
。
③
火
災
を
小
さ
い
う
ち

に
消
す
た
め
に
住
宅
用
消
火
器
等

を
設
置
す
る
。
④
お
年
寄
り
や
身

体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
に

隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

15 14

環 境 問 題
今
回
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｎ
Ｐ
Ｏ

研
修
・
情
報
セ
ン
タ
ー
（
東
京
都

国
分
寺
市
）
の
活
動
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
前
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
そ
れ
ぞ

れ
社
会
的
に
意
味
の
あ
る
こ
と

（
＝
社
会
的
使
命
）
の
た
め
に
活

動
し
て
い
る
と
ご
紹
介
し
ま
し
た

が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
支
援
を

し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
一
般
的
に

中
間
支
援
組
織
と
い
い
ま
す
。

中
間
支
援
組
織
と
は
「
イ
ン
タ

ー
ミ
デ
ィ
ア
リ(in

term
ed
iary)

」

を
日
本
語
訳
し
た
言
葉
で
、「
仲

介
」
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
人
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情

報
な
ど
の
資
源
を
仲
介
す
る
組
織

で
あ
り
、
各
種
の
事
業
を
通
し
、

市
民
社
会
を
創
出
す
る
た
め
の
組

織
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
協
働
を
促
進
す
る
こ
と

も
そ
の
目
標
の
一
つ
で
あ
り
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
と
行
政
・
企
業
を
つ
な
ぐ
こ

と
で
、
新
た
な
社
会
的
動
き
を
つ

く
り
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
研
修
・
情
報

セ
ン
タ
ー
は
、
こ
う
し
た
中
間
支

援
組
織
で
あ
り
、「
公
共
」
の
担

い
手
と
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
「
ひ
と
」

や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
支
援
し
協
働
し
て

い
け
る
行
政
や
企
業
の
「
ひ
と
」

に
関
す
る
研
修
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
活
用
し
た
行
政
や
企
業
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
づ
く
り
の
た

め
の
研
修
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
す
で
に
活
動
し
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
リ
ー
ダ
ー
や
ス
タ
ッ

フ
、
こ
れ
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
つ
く
ろ

う
と
し
て
い
る
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
パ

ー
ト
ナ
ー
と
な
る
行
政
や
企
業
の

人
等
と
の
協
働
で
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
開
発
、
提
供
す
る
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

市
は
、
次
の
と
お
り
、
同
セ
ン

タ
ー
の
代
表
理
事
を
迎
え
、「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
講
演
会
」

を
開
き
ま
す
。

●
日
時

11
月
16
日
（
火
）
午
後

７
時
〜

●
場
所

日
向
市
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
小
ホ
ー
ル

●
講
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
研
修
・
情
報
セ

ン
タ
ー
代
表
理
事
世
古
一
穂
さ
ん

●
演
題
「
市
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
行

政
・
企
業
の
協
働
の
時
代
」

■
問
い
合
わ
せ

女
性
行
政
・
市
民
活
動
推
進
室

(

1
内
線
２
２
１
８)

日
向
市
で
は
家
庭
か
ら
排
出
さ

れ
る
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
の
収
集

を
週
２
回
・
「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」

「
資
源
物
」
の
収
集
を
月
１
回
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
決
め
ら

れ
た
日
の
朝
、
８
時
40
分
ま
で
に
、

住
ん
で
い
る
最
寄
り
の
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
（
ご
み
収
集
場
所
）
に
持
ち

出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
１
回
に
ご
み
出
し
で
き
る
量

は
30
㎏
（
50
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
大

き
さ
の
透
明
袋
で
概
ね
４
袋
・
１

袋
は
10
㎏
以
下
）
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
大
掃
除
の
片

付
け
ご
み
や
引
越
し
の
際
に
出
る

一
時
的
な
多
量
ご
み
・
庭
木
の
せ

ん
定
を
し
た
時
に
出
る
多
量
の
樹

木
・
家
具
類
な
ど
の
粗
大
ご
み

は
、
こ
の
基
本
収
集
に
持
ち
出
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
場
合
に
は
、
処
理
施
設

「
日
向
東
臼
杵
南
部
広
域
連
合

（
燃
や
せ
る
ご
み
）
と
日
向
市
粗

大
ご
み
処
理
施
設
（
燃
や
せ
な
い

ご
み
）」
に
自
分
で
持
ち
込
む
か
、

許
可
業
者
に
依
頼
し
て
い
た
だ
く

（
有
料
）
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

う
し
た
理
由
か
ら
、
日
曜
日
も
持

ち
込
み
が
で
き
る
よ
う
体
制
を
と

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
最
近

特
に
日
曜
日
の
搬
入
台
数
が
増

え
、
場
内
で
の
事
故
や
混
雑
を
招

く
問
題
が
生
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。そ

こ
で
、
市
は
11
･
12
月
を

「
ご
み
の
持
ち
込
み
分
別
強
化
月

間
」
と
し
、
分
別
の
徹
底
を
中
心

に
以
下
の
４
点
に
つ
い
て
お
願
い

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

燃
や
せ
な
い
ご
み
に
つ
い
て

は
、
市
外
の
か
た
の
持
ち
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
実
際
に
は
、
市

外
か
ら
の
持
ち
込
み
が
あ
る
よ
う

で
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
確
認
等

を
し
て
情
報
収
集
等
を
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
円
滑
な
搬

入
・
混
雑
解
消
の
た
め
に
も
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
少
量
の
持
ち
込
み
は
控
え
、
指

定
の
収
集
日
を
な
る
べ
く
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
ご
み
袋
に
入
る
も
の
は
市
指
定

の
透
明
ポ
リ
袋
に
入
れ
て
持
ち
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

●
分
別
が
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の

は
混
雑
を
招
く
原
因
に
な
り
ま
す

の
で
、
特
に
「
資
源
物
」
に
つ
い

て
は
分
別
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま

す
。

①
燃
や
せ
る
ご
み
・
新
聞
・
雑

誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
古
布

②
燃
や
せ
な
い
ご
み
・
ア
ル
ミ

缶
・
ビ
ン
類
・
電
池
・
ス
プ
レ
ー

類●
処
理
施
設
で
も
引
き
取
れ
な
い

ご
み
が
あ
り
ま
す
の
で
、
判
断
が

難
し
い
場
合
に
は
、
事
前
に
問
い

合
わ
せ
の
う
え
持
ち
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

環
境
整
備
課
業
務
第
１
係

（
1
53
―
２
２
５
６
）

洪
水
の
時
の
避
難
の
注
意
点

は

だ
し
・
長
靴
は
禁
物
。
ひ
も
で
し

め
ら
れ
る
運
動
靴
が
よ
い
。
水
中

を
歩
け
る
深
さ
は
男
性
で
約
70

㎝
、
女
性
で
約
50
㎝
。
水
深
が
腰

ま
で
あ
る
よ
う
な
ら
無
理
は
禁

物
、
高
所
で
救
援
を
待
つ
。
水
面

下
に
は
マ
ン
ホ
ー
ル
、
側
溝
な
ど

ど
ん
な
危
険
が
潜
ん
で
い
る
の
か

分
か
ら
な
い
の
で
長
い
棒
を
杖つ
え

が

わ
り
に
し
て
安
全
を
確
認
し
な
が

ら
歩
く
。
お
年
寄
り
や
身
体
の
不

自
由
な
人
な
ど
は
背
負
い
、
幼
児

は
浮
き
袋
、
乳
児
は
ベ
ビ
ー
バ
ス

を
利
用
し
て
安
全
を
確
保
。
は
ぐ

れ
な
い
よ
う
に
お
互
い
身
体
を
ロ

ー
プ
で
結
ん
で
避
難
す
る
。
と
く

に
子
供
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ
う

に
す
る
。
被
災
後
の
安
全
点
検
〜

断
線
し
た
電
線
が
家
屋
な
ど
に
触

れ
て
い
な
い
か
（
木
製
の
棒
な
ど

で
安
全
な
場
所
へ
移
す
）。
落
下

や
倒
壊
の
危
険
物
は
な
い
か
あ
れ

ば
す
ぐ
に
補
強
や
除
去
を
行
う
。

浸
水
の
被
害
に
あ
っ
た
ら
消
毒
を

念
入
り
に
行
う
。
水
害
を
受
け
た

ら
衛
生
に
注
意
。
水
道
水
は
煮
沸

し
、
手
の
消
毒
を
忘
れ
な
い
な
ど

の
注
意
が
必
要
。
活
動
時
に
は
け

が
を
し
な
い
よ
う
肌
を
露
出
し
な

い
服
装
で
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
か
ぶ
り

落
下
物
に
備
え
る
。
家
の
中
は
風

通
し
を
よ
く
し
て
乾
燥
さ
せ
る
。

●
実
施
期
間

11
月
９
日
〜
11
月

15
日

●
防
火
標
語
　
『
火
は
消
し
た
？

い
つ
も
心
に
き
い
て
み
て
』

●
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
７
つ

の
ポ
イ
ン
ト

「
３
つ
の
習
慣
・

９月の出動件数

消防署からのお知らせ
火災予防・風水害対策

火災　　　　　 1件
救急　　　　188件
救助　　　　 2件

ＮＰＯ法人
ＮＰＯ研修・情報センター
(東京都国分寺市）
http://www.jca.ax.apc.org/̃ tic
n/
1042－359－8605

■
11
・
12
月
は
「
ご
み
の

　
持
ち
込
み
分
別
強
化
月
間
」

■
交
通
事
故
巡
回
相
談

と

き

11
月
19
日
（
金
）

10：

30
〜
14：

30

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

■
人
権
・
行
政
相
談

と
　
き

11
月
11
日
（
木
）

10：

00
〜
15：

00

と
こ
ろ
　
日
知
屋
公
民
館

■
法
律
相
談(

要
予
約)

と
　
き
　
11
月
18
日
（
木
）

10：

00
〜
15：

00

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

(

1
52
―
２
１
１
１
）

■
年
金
巡
回
相
談

と

き
　
11
月
10
日
（
水
）

10：

00
〜
15：

00

と
こ
ろ
　
青
少
年
ホ
ー
ム

■
障
害
者
相
談

と

き
　
11
月
９
日
（
火
）

10：

00
〜
12：

00

と
こ
ろ
　
障
害
者
セ
ン
タ
ー
　
　
　

(

1
52
―
５
４
３
４)

■
女
性
に
よ
る

女
性
の
た
め
の
相
談

①
面
接
相
談
（
毎
週
木
曜
日
）

②
電
話
相
談
（
月
、
火
、
木
、
金
）

(

1
55
―
１
６
６
０
）

と
　
き
　
13：

00
〜
16：

00

と
こ
ろ
　
推
進
ル
ー
ム

「
さ
ん
ぴ
あ
」

■
介
護
保
険
の
説
明
会

と
　
き
　
11
月
22
日
（
月
）

10：

00
〜

と
こ
ろ
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
　

問
い
合
わ
せ

福
祉
事
務
所
介

護
福
祉
係
（
1
内
線
２
１
９
３
）

■
今
月
の
税
の
納
期

国
民
健
康
保
険
税
　
　
（
６
期
）

介
護
保
険
料
・
普
通
徴
収

（
６
期
）

■
無
料
税
務
相
談

（
熊
本
国
税
局
宮
崎
分
室
）

と
　
き
　
12
月
10
日
（
金
）

10：

00
〜
15：

00

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

ＮＰOがＮＰOを支援する
＝中間支援組織

■
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
拓
く
　

仕
組
み
づ
く
り
人
づ
く
り

Q. 半額免除の承認通知書が届きまし
た。半額免除制度について教えて　
ください。

A. 半額免除の承認を受けた期間は、保険料
の半額を納めることで免除期間とされま
す。その期間は受給資格期間に含まれま
すが、受給額は減額されます。2年以内
に半額分を納めないと「未納」と同じ扱
いになるので、納め忘れがないように注
意してください。半額分を納めた後、さ
らに残りの半額分を10年以内に納めて、
年金額が減らないようにすることもでき
ますが、当時の保険料に加算金がつきま
す。

■
平
成
16
年
度
秋
季
全
　

国
火
災
予
防
運
動

市役所は152－2111・市政テレホンサービスは152－2000

地 域 防 災
■
風
水
害
に

備
え
る

相 談 日 程
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▼
日
向
現
代
彫
刻
展
２
０
０
４
が
開
か
れ
て

い
る
日
向
岬
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
は
、
鑑
賞
し

な
が
ら
芝
生
を
歩
い
て
い
る
と
、
と
て
も
気

分
が
い
い
で
す
。
▼
子
ど
も
が
小
さ
い
こ
ろ

は
、
よ
く
連
れ
て
来
て
、
い
っ
し
ょ
に
遊
ん

で
あ
げ
て
い
ま
し
た
。〈
Ｋ
〉
の
方
が
遊
ん

で
も
ら
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
・
・
・
。
▼
市
街
地
か
ら
車
で
十
数
分
。

気
軽
に
来
る
こ
と
が
で
き
、
駐
車
場
も
広
々
。

こ
こ
に
来
る
と
、
時
間
が
ゆ
っ
く
り
と
進
む

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
、
雄
大

な
眺
め
と
、
広
々
感
が
い
い
な
ぁ

―
と
思

い
ま
し
た
。

～止まって確認！無事故に挑戦～

９月中の交通事故
人身事故 死亡 負傷者 物損事故
40件 0人 45人 93件
（－10）（－1）（－22） （＋5）

日向市の人口と世帯
（含む外国人登録者／H16.10.1.現在）

人　口 59,112 人 〈 ＋42〉
男 27,767 人 〈 ＋2〉
女 31,345 人 〈 ＋40〉
世帯数 22,956 世帯 〈 ＋36〉

転　入 187人 転　出 156人
出　生 46人 死　亡 35人
面　積 117.56k㎡

こ
ち
ら
編
集
室

17

健 康 家 族
■
送
迎
用
バ
ス
を
配
置
し
　

ま
し
た

日
向
サ
ン
パ
ー
ク
温
泉
「
お
舟

出
の
湯
」
に
送
迎
用
バ
ス
を
配
置

し
ま
し
た
。

●
運
行
範
囲

日
向
市
内
一
円
、

門
川
町
、
東
郷
町
、
延
岡
市
、
都

農
町
、
川
南
町
、
高
鍋
町
の
範
囲

内
で
片
道
30
分
以
内
の
と
こ
ろ
。

た
だ
し
、
遠
方
の
場
合
（
宮
崎

方
面
）
は
乗
客
数
と
食
事
数
に
よ

っ
て
検
討
い
た
し
ま
す
。

●
運
行
時
間
帯

お
迎
え
は
、
現

地
に
午
前
10
時
か
ら
で
す
。

お
送
り
は
、
温
泉
館
の
出
発
を

午
後
９
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。

●
基
本
条
件

団
体
10
人
以
上
で

食
事
付
き

●
予
約
方
法

１
週
間
前
ま
で
に

フ
ロ
ン
ト
に
て
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

●
そ
の
他

運
行
範
囲
外
の
地
域

や
入
浴
の
み
で
ご
利
用
の
場
合

は
、
事
務
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

日
向
サ
ン
パ
ー
ク
温
泉

「
お
舟
出
の
湯
」
へ

（
1
56
―
３
８
０
０
）

健
康
づ
く
り
推
進
員
連
絡
協
議

会
は
９
月
26
日
、
日
向
市
中
央
公

民
館
で
「
元
気
が
み
な
ぎ
る
健
康

づ
く
り
講
演
会
」
を
開
き
ま
し
た
。

地
域
の
健
康
づ
く
り
推
進
員
を
は

じ
め
、
約
３
０
０
人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

日
本
ヘ
ル
ス
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
代
表
の
石
川
雄
一
さ
ん
が

「
健
康
は
、
笑
顔
で
、
楽
し
く
、

元
気
よ
く
」
と
題
し
て
講
演
。
石

川
さ
ん
は
、
数
多
く
の
仕
事
の
入

り
口
か
ら
、
多
面
的
か
つ
個
別
的

な
健
康
設
計
を
実
践
す
る
医
師
。

１
時
間
30
分
に
わ
た
る
講
演
は
、

終
始
笑
い
が
絶
え
る
こ
と
な
く
あ

っ
と
い
う
間
に
終
了
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な

感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
こ
の
よ
う
な
講
演
会
に
初
め
て

参
加
し
ま
し
た
。
非
常
に
楽
し
か

っ
た
。

●
何
で
も
自
分
か
ら
行
動
を
起
こ

す
こ
と
が
大
切
と
思
い
ま
し
た
。

●
自
分
を
見
つ
め
直
す
い
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。

●
元
気
の
パ
ワ
ー
が
で
ま
し
た
。

●
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
プ
ラ
ス
志

向
で
取
り
組
み
た
い
も
の
で
す
。

講
演
の
内
容
を
ま
と
め
る
と
、

人
が
健
康
に
生
き
る
た
め
の
８
つ

の
条
件
は
、

①
病
気
が
少
な
い

②
人
の
た
め
に
役
立
っ
て
い
る

③
心
に
ゆ
と
り
が
あ
る

④
自
分
に
あ
っ
た
ふ
れ
あ
い
が
あ

る⑤
夢
や
目
標
を
持
っ
て
い
る

⑥
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
き
て
い

る⑦
自
分
の
思
い
を
表
現
で
き
、
そ

れ
を
共
に
分
か
ち
合
え
る

⑧
右
記
の
項
目
が
自
分
ら
し
く
調

和
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
さ
に
、『
健
康
は
元
気
と
病

気
の
調
和
か
ら
』
な
の
で
す
ね
。

さ
て
、
あ
な
た
は
、
８
つ
の
条
件

の
内
い
く
つ
丸
が
つ
き
ま
す
か
？

こ
の
大
腸
ガ
ン
検
診
は
、
め
ん

ど
う
な
食
事
制
限
も
い
ら
ず
、
ほ

ん
の
少
量
の
便
で
、
簡
単
に
で
き

ま
す
。

●
対
象
者

30
歳
以
上

●
料
金

①
30
〜
69
歳
＝
５
０
０

円
②
70
歳
以
上
＝
３
０
０
円

●
検
診
方
法

採
便
を
２
日
間
行

い
ま
す
（
指
定
日
に
公
民
館
に
持

っ
て
行
き
ま
す
）。

各
区
の
健
康
づ
く
り
推
進
員
さ

ん
が
、
申
し
込
み
や
配
布
等
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
、
健
康
づ
く
り

推
進
員
さ
ん
に
気
軽
に
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
（
※
一
部
の
地
区
は

未
実
施
で
す
）。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

（
1
内
線
２
１
８
２
）

●
３
か
月
児
健
診

日
時
／
11
月
12
日(

金)

26
日(

金)

対
象
／
平
成
16
年
８
月
生
ま
れ

●
７
か
月
児
健
診

日
時
／
11
月
19
日(

金)

対
象
／
平
成
16
年
４
月
生
ま
れ

●
１
歳
児
健
康
相
談

日
時
／
11
月
９
日(

火)

対
象
／
平
成
15
年
10
月
生
ま
れ

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
／
11
月
18
日(

木)

対
象
／
平
成
15
年
４
月
生
ま
れ

●
３
歳
児
健
診

日
時
／
11
月
５
日(

金)

対
象
／
平
成
13
年
４
月
生
ま
れ

※
受
付
時
間
は
、
７
か
月
児
・
１
歳

６
か
月
児
・
３
歳
児
／
午
後
０
時
45

分
〜
１
時
30
分
、
３
か
月
児
／
午
後

１
時
〜
１
時
30
分
、
１
歳
児
／
午
前

９
時
30
分
〜
10
時
で
す
。
母
子
健

康
手
帳
を
忘
れ
ず
に
、
市
民
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
へ
。

風
し
ん
は
、
軽
い
か
ぜ
の
症

状
で
始
ま
り
、
発
し
ん
・
発

熱
・
リ
ン
パ
節
の
腫
脹
な
ど
が

主
症
状
で
す
が
、
３
日
ほ
ど
で

治
る
こ
と
か
ら
「
３
日
ば
し
か
」

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
妊
娠
初
期
に
胎
児
が
風
し
ん

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
、
先

天
性
心
疾
患
・
白
内
障
・
難
聴

を
特
徴
と
す
る
先
天
性
風
し
ん

症
候
群
を
発
症
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
最
近
、
予
防
接
種
に

よ
り
風
し
ん
患
者
数
は
大
幅
に

減
少
し
た
も
の
の
、
昨
年
か
ら

複
数
の
地
域
で
局
地
的
な
流
行

が
認
め
ら
れ
、
今
年
、
流
行
地

域
の
数
は
さ
ら
に
増
加
し
て
い

ま
す
。
患
者
の
う
ち
10
歳
以
上

が
占
め
る
割
合
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
厚
生
労
働
省
か

ら
緊
急
提
言
が
出
さ
れ
、
次
に

該
当
す
る
人
に
つ
い
て
は
、
風

し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

①
妊
婦
の
夫
、
子
ど
も
お
よ
び

そ
の
他
の
同
居
家
族
②
10
代
後

半
か
ら
40
代
の
女
性
、
特
に
妊

娠
の
希
望
あ
る
い
は
可
能
性
の

高
い
女
性
（
妊
娠
中
の
人
は
接
種

で
き
ま
せ
ん
）。
生
後
12
〜
90
か

月
未
満
の
乳
児
も
、
予
防
接
種

を
必
ず
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日向市保育協議会
（153ー5857）

田口　愛実
あいみ

ちゃん
(中堀町1)

牧野　彩花
あやか

ちゃん
(中堀町1)

日高正太郎ちゃん
(切島山1)

乳
幼
児
健
診

風
し
ん
の
予
防
接
種

子
育
て
サ
ポ
ー
ト

11/1(月）～
11/7（日）

11/8(月）～
11/14（日）

11/15(月）～
11/21（日）

11/22(月）～
11/28（日）

おもちゃの与え方　①与えすぎに注意②
おもちゃの選び方③危険な玩具・よい玩
具
子どもの栄養教育　①食事は生活の縮図②
食の選択能力は健康づくりの大切なカギ③
インスタント食品はほどほどに
こんな遊び大好き　①親子で遊ぶのが一番
②親子遊びのいろいろ③すこやかに育つ親
子遊び
よくないしかり方、よいしかり方　①一
番よくないしかり方②一貫性のあるしか
り方③よいしかり方

電話が続けてあった場合は、
テープの巻き戻しに数秒ほ
ど時間を要します。

市役所は152－2111・市政テレホンサービスは152－2000

日曜在宅医の確認は153－1214へ

テレホンサービス

■
元
気
が
み
な
ぎ
る
健
康
　

づ
く
り
講
演
会
が
盛
会

〈
Ｋ
〉

日向サンパーク
温泉へ行こう

健康ひゅうが
21計画

■
大
腸
ガ
ン
「
集
団
検
診
」

実
施
中

お舟出海鮮ちらし（ミニうどん付）
おねだん　
￥1000

すすめの一品です。
新鮮な“海の幸”
を贅沢に使った海

鮮丼とミニうどんが付い
てボリューム満点！価格
も非常にお得です。その
日に取れた新鮮な魚介類
だけを使っているので、
素材がなくなり次第終了
します。お早目にどう
ぞ！

お

大海老天ぷらうどんセット
おねだん　
￥750

ストラン“潮音
しおね

”
自慢のあさりご飯
と天ぷらうどんの

お得なセットです。見た
ことのないくらい大きな
海老のプリプリ感は、や
みつきになること間違い
なし！天ぷらは、あとの
せタイプなので、衣のサ
クサク感も楽しめます。

レ

T
A
B
E
T
E
N
N
A
I

食
べ
て
ん
な
い



い
た
だ
き
、
国
の
基
本
と
な
る
税

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

今
年
の
「
税
を
考
え
る
週
間
」

は
、
「
高
齢
社
会
を
支
え
る
税
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
各
種
の
広

報
・
広
聴
活
動
を
行
う
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

延
岡
税
務
署

（
1
０
９
８
２
―
32
―
３
３
０
１
）

日
向
養
護
学
校
の
第
27
回
ひ
む

か
祭
と
バ
ザ
ー
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

●
日
時

11
月
28
日(

日)

午
前
９

時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分
　

●
場
所

日
向
養
護
学
校

●
内
容

午
前
／
子
ど
も
た
ち
に

よ
る
学
習
発
表
会
（
日
向
中
吹
奏

楽
演
奏
も
あ
り
ま
す
）、
午
後
／

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
食
品
・
物
品
バ
ザ

ー
（
あ
か
つ
き
学
園
太
鼓
演
奏
も

あ
り
ま
す
）
。

ぜ
ひ
来
校
し
て
い
た
だ
き
、
ご

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
願
い

ご
家
庭
で
不
要
に
な

っ
た
物
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
バ
ザ

ー
の
物
品
と
し
て
提
供
し
て
い
た

警
察
は
、
犯
罪
被
害
者
支
援
の

た
め
、
各
種
の
被
害
相
談
窓
口
を

設
け
、
様
々
な
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
被
害
者
本
人
か
ら
だ
け
で

は
な
く
、
ご
家
族
や
友
人
か
ら
の

ご
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
警
察
だ
け
で
は
対
応
で

き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
専
門

の
機
関
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
の

で
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か

分
か
ら
な
い
場
合
に
も
、
警
察
の

相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
犯
罪
被
害
給
付
制
度

通
り
魔

殺
人
等
の
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ

り
、
不
慮
の
死
を
遂
げ
た
被
害
者

の
遺
族
又
は
身
体
に
障
害
を
負
わ

さ
れ
た
被
害
者
等
に
対
し
て
、
国

が
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
を
支
給

し
、
そ
の
精
神
的
、
経
済
的
打
撃

の
緩
和
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

●
（
社
）
宮
崎
犯
罪
被
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー

（
社
）
宮
崎
犯
罪
被
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
事
件
・

事
故
等
の
被
害
で
悩
ん
で
い
る
か

た
の
た
め
に
、
き
め
細
か
な
被
害

者
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

●
と
き

平
日
の
午
前
10
時
〜
午

●
申
請
期
間

12
月
28
日
ま
で
。

詳
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
高
齢

者
福
祉
係
ま
で
（
1
内
線
２
１
６

８
）。宮

崎
県
は
、
単
独
で
は
退
職
金

制
度
を
持
つ
こ
と
が
困
難
な
中
小

企
業
事
業
主
に
対
し
、
中
退
共
制

度
へ
の
加
入
を
お
勧
め
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
新
規
加
入
事
業
主
を

対
象
と
し
た
補
助
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

①
中
退
共
制
度

は
中
退
共
福
岡
相
談
コ
ー
ナ
ー

（
1
０
９
２
―
６
３
１
―
２
５
５

１
）
②
県
の
補
助
制
度
は
宮
崎
県

労
働
政
策
課
（
1
０
９
８
５
―
26

―
７
１
０
６
）

11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。

「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、
国

民
生
活
に
深
い
か
か
わ
り
を
持
っ

て
い
る
税
に
つ
い
て
、
そ
の
意
義

（
必
要
性
）
お
よ
び
役
割
（
使
途
）

や
税
務
行
政
の
現
状
を
分
か
り
や

す
く
説
明
す
る
と
と
も
に
、
国
民

の
皆
さ
ま
に
、
よ
り
能
動
的
に
税

の
仕
組
み
や
目
的
を
「
考
え
」
て

19 18

後
４
時

●
と
こ
ろ

(

社)

宮
崎
犯
罪
被
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
宮
崎
市
広
島

１
丁
目
13
番
10
号
）

あ
な
た
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
に
い

ろ
い
ろ
な
人
生
が
あ
る

あ
な
た
の
人
生
が
か
け
が
え
の
な

い
よ
う
に

あ
な
た
の
知
ら
な
い
人
生
も
ま
た

か
け
が
え
が
な
い

人
を
愛
す
る
と
い
う
こ
と
は
知
ら

な
い
人
生
を
知
る
と
い
う
こ
と
だ

【
灰
谷
健
次
郎
】

12
月
４
日
〜
10
日
は
人
権
週
間

で
す
。
市
で
は
、
12
月
10
日
に
第

22
回
日
向
市
「
同
和
」
問
題
市
民

講
演
会
を
開
き
ま
す
。

講
師
は
、
児
童
文
学
作
家
の
灰

谷
健
次
郎
さ
ん
で
す
。
多
く
の
み

な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
と
き

12
月
10
日(

金
）
午
後
１

時
30
分

●
と
こ
ろ

日
向
市
中
央
公
民
館

●
講
師

灰
谷
健
次
郎
さ
ん
（
児

童
文
学
作
家
）

●
演
題

「
学
ぶ
こ
と
　
変
わ
る

こ
と
」

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
同
和
対

策
係
（
1
内
線
２
２
１
７
）

日
向
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
あ
し
す
と
は
、
障
害
が
あ
る

人
た
ち
の
総
合
相
談
窓
口
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

①
サ
ー
ビ
ス
利
用
等
の
た
め
の
相

談

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
事
業
者
等
の
情
報
提
供
を
含
め

た
相
談
支
援
を
行
い
ま
す
。

②
施
設
か
ら
地
域
生
活
移
行
へ
の

支
援

施
設
を
退
所
す
る
人
の
地

域
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

③
サ
ー
ビ
ス
利
用
等
に
関
す
る
苦

情
な
ど

苦
情
の
受
付
や
相
談
に

対
応
し
、
解
決
の
た
め
の
連
絡
調

整
を
行
い
ま
す
。

④
そ
の
ほ
か
日
常
生
活
で
困
っ
て

い
る
こ
と

不
安
や
悩
み
事
、
何

で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間

月
曜
か
ら
金
曜
ま

で
（
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）。

●
問
い
合
わ
せ

日
向
市
障
害
者

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
し
す
と

（
1
55
―
１
３
８
３
）

身
体
障
害
者
手
帳
等
を
所
持
し

て
い
な
く
て
も
、
身
体
状
況
に
よ

っ
て
は
市
県
民
税
等
の
障
害
者
控

除
の
対
象
者
と
し
て
認
定
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
16
年
分
の
市
県
民
税
・
確

定
申
告
及
び
年
末
調
整
時
に
障
害

者
又
は
特
別
障
害
者
控
除
の
認
定

を
希
望
す
る
人
は
、
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
申
請
書
を
福
祉
事
務

所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

後
に
面
接
調
査
を
行
い
、
該
当
者

に
は
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

を
交
付
い
た
し
ま
す
。

●
対
象
者

身
体
障
害
者
手
帳
等

を
持
た
な
い
が
、
身
体
状
況
が
同

等
で
65
歳
以
上
の
人

お
知
ら
せ

だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

た
だ
し
、
古
着
類
に
つ
き
ま
し

て
は
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
除

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
連
絡
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
学
校
か
ら
受

け
取
り
に
ま
い
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
ご
参
観
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
締
切

11
月
26
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ

日
向
養
護
学
校

(

1
54
―
９
６
１
０)

①
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
教
室

手
づ
く
り
の
花
で
癒
（
い
や
）

し
の
空
間
を
・
・
・
。

②
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
教
室

植
物
の
天
然
の
香
り
を
楽
し

み
、
日
ご
ろ
の
ス
ト
レ
ス
を
解
消

し
ま
し
ょ
う
。

●
と
き

①
＝
11
月
26
日
（
金
）

午
後
１
時
か
ら
２
時
間
程
度
②
＝

11
月
29
日
（
月
）
・
昼
の
部
　
午

後
２
時
〜
・
夜
の
部
　
午
後
８
時

〜
、
各
１
時
間
程
度

●
定
員

①
＝
40
人
②
＝
各
20
人

●
受
講
料

①
＝
２
０
０
０
円

（
材
料
費
込
）
②
＝
１
５
０
０
円

（
材
料
費
込
）

●
対
象
者

ど
な
た
で
も

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

日
向
地

区
中
小
企
業
技
能
セ
ン
タ
ー
（
1

55
―
１
１
１
６
）
へ
電
話
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

宮
崎
県
で
は
、
平
成
15
年
４
月

１
日
に
「
宮
崎
県
男
女
共
同
参
画

推
進
条
例
」
を
施
行
し
ま
し
た
。

男
女
が
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、

対
等
な
構
成
員
と
し
て
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
お
け
る
活
動
に
参
画
す

る
こ
と
が
で
き
る
「
男
女
共
同
参

画
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

県
民
・
事
業
者
の
み
な
さ
ん
や

県
・
市
町
村
が
協
働
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
宮
崎
県
で
は
、
男
女

共
同
参
画
社
会
づ
く
り
へ
の
県
民

の
一
層
の
関
心
と
意
欲
を
高
め
て

い
く
た
め
、
家
庭
・
学
校
・
地

域
・
職
場
な
ど
で
男
女
共
同
参
画

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
実
践
し

て
い
る
個
人
・
団
体
・
事
業
者
の

表
彰
を
行
い
ま
す
。

●
表
彰
式

平
成
17
年
２
月
12
日

（
土
）
に
、
宮
崎
市
の
シ
ー
ガ
イ

ア
で
開
か
れ
る
「
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
お
い
て
、
知
事

が
行
い
ま
す
。

●
個
人
の
部

県
内
に
居
住
し
、

３
年
以
上
男
女
共
同
参
画
の
活
動

を
し
て
い
る
こ
と
。

・
男
女
の
固
定
的
な
役
割
分
担
意

識
の
是
正
に
貢
献
し
て
い
る
。

・
積
極
的
に
女
性
の
人
材
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

・
意
思
決
定
の
場
へ
の
参
画
を
通

じ
、
女
性
の
社
会
参
画
を
促
進
し

て
い
る
。

●
団
体
の
部

県
内
に
所
在
し
、

３
年
以
上
男
女
共
同
参
画
の
活
動

を
し
て
い
る
こ
と
。

・
男
女
の
固
定
的
な
役
割
分
担
意

識
の
是
正
に
貢
献
し
て
い
る
。

・
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に

向
け
た
気
運
の
醸
成
に
関
し
顕
著

な
功
績
を
あ
げ
て
い
る
。

・
積
極
的
に
女
性
の
人
材
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

●
事
業
者
の
部

県
内
に
所
在
し

３
年
以
上
男
女
共
同
参
画
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

・
女
性
の
能
力
活
用
や
職
域
拡
大

に
努
め
て
い
る
。

・
従
業
員
等
の
仕
事
と
家
庭
の
両

立
を
支
援
す
る
た
め
、
独
自
の
制

度
を
設
け
て
い
る
。

・
雇
用
の
場
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
の
推
進
に
努
め
て
い
る
。

●
応
募
締
切

11
月
12
日
（
金
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

推
薦
す

る
か
た
は
、
所
定
の
推
薦
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
関
係
書
類
を
添

付
し
て
、
市
企
画
課
女
性
行
政
・

市
民
活
動
推
進
室
（
1
内
線
２
２

１
８
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
　
集

被
害
相
談
窓
口
を

ご
存
じ
で
す
か

市役所は152－2111・市政テレホンサービスは152－2000

財
団
法
人
21
世
紀
職
業
財
団
で

は
、
出
産
、
育
児
、
介
護
等
の
た

め
に
退
職
し
、
将
来
再
就
職
を
希

望
す
る
か
た
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

を
開
き
ま
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

前
日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

●
期
日

12
月
16
日
（
木
）、
17

日
（
金
）
両
日
と
も
午
前
９
時
30

分
〜
12
時

●
場
所

日
向
市
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
・
小
ホ
ー
ル
３
階
会
議
室

●
内
容

求
め
ら
れ
る
人
材
・
再

就
職
を
と
り
ま
く
法
律
や
再
就
職

を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
自
己
Ｐ
Ｒ

等
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
講
義

し
ま
す
。

自
己
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、
各
自

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る

パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
に
つ
い
て
の

専
門
家
に
よ
る
話
も
あ
り
ま
す
。

●
参
加
費

無
料

●
託
児
施
設

一
時
保
育
あ
り
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

女
性
行

政
・
市
民
活
動
推
進
室
（
1
内
線

２
２
１
８
）
ま
た
は
推
進
ル
ー
ム

さ
ん
ぴ
あ
（
1
50
│
０
３
０
０
）。

中
小
企
業
技
能
セ
ン
タ

ー
の
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座

リ
・
ビ
ー
ワ
ー
ク
（
再

就
職
準
備
）
セ
ミ
ナ
ー

■女性被害相談電話（性犯罪相談）
10985－31－8740
■暴力ホットライン
10985－27－7110
■ヤングテレホン

10985－23－7867
■悪質商法110番

10985－22－8080
■総合相談室

10985－26－9110
(短縮＃9110)

■(社）宮崎犯罪被害者支援センター
10985－38－7831

(相談専用、FAX兼用）

第
22
回
日
向
市
「
同
和
」

問
題
市
民
講
演
会

日
向
市
障
害
者
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
あ
し
す
と

中
小
企
業
退
職
金

共
済（
中
退
共
）制
度

障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
が
受
け
ら
れ
ま
す

ご
存
じ
で
す
か

「
税
を
考
え
る
週
間
」

宮
崎
県
男
女
共
同
参
画

功
労
賞
の
受
賞
候
補
者

日
向
養
護
学
校
ひ
む
か
祭

と
バ
ザ
ー
に
ご
協
力
を
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日向現代彫刻展２００４が日向岬グリーンパークで11
月20日まで開かれています。日向現代彫刻展は、海の
見える野外彫刻展とも呼ばれています。休日には、グ
リーンパークで家族いっしょに、広い芝生の上でのん
びりと過ごす。仲間同士で遊ぶ－。展示されている彫
刻を鑑賞するのもおすすめ。今年の日向現代彫刻展大
賞は、濱坂　渉さん作「舟の中の舟・Ⅱ」。花崗

こう

岩でつ
くられた舟が水に浮かんでいて、なんだか不思議。水
遊びが大好きな、子どもたちにも人気が出そうです。
グリーンパークに遊びに来ていた親子が、さっそく作
品とふれあって、その不思議な感じを楽しんでいまし
た。みんなで愛情を持って、大事にしましょうね（７
ページに関連記事）。
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